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哲
西
町
（
現
新
見
市
）
は
岡
山
県
北
西

部
、
中
国
山
地
の
中
に
位
置
し
、
人
口
三

千
百
六
十
八
人
（
平
成
十
七
年
二
月
一
日

現
在
）
の
自
然
豊
か
な
町
で
す
。
哲
西
町

で
は
「
魅
力
あ
る
文
化
と
福
祉
の
ま
ち
づ

く
り
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
交
流
活
動
や
芸
術
文
化
活
動

を
育
ん
で
い
ま
す
。

そ
ん
な
中
、
平
成
十
三
年
十
月
十
五
日

に
オ
ー
プ
ン
し
た
哲
西
町
図
書
館
（
現
新

見
市
立
哲
西
図
書
館
）
は
、
複
合
施
設

「
き
ら
め
き
広
場
・
哲
西
」
の
一
角
に
あ

り
、
人
・
も
の
・
自
然
の
交
流
の
発
信
基

地
と
し
て
、
ま
た
町
づ
く
り
の
主
体
と
な

る
人
づ
く
り
を
応
援
す
る
場
と
し
て
、
整

備
さ
れ
ま
し
た
。
図
書
館
と
し
て
は
珍
し

く
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス

と
な
っ
て
お
り
、
利
用

者
が
自
由
に
ど
こ
か
ら

で
も
出
入
り
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
か
、
施
設
内

に
あ
る
役
場
や
診
療
所

に
用
事
で
来
た
と
き
や
、

待
ち
時
間
な
ど
に
、
気

軽
に
図
書
館
を
利
用
さ

れ
る
方
も
よ
く
お
ら
れ

ま
す
。
ま
た
冬
は
床
暖

房
に
な
っ
て
い
る
た
め
、

床
に
座
り
込
ん
で
読
書
さ
れ
て
い
る
利
用

者
の
姿
も
よ
く
み
か
け
ま
す
。

蔵
書
数
は
図
書
が
約
五
万

冊
、
Ａ
Ｖ
資
料
が
約
千
二
百

点
で
、
郷
土
に
ゆ
か
り
の
若

山
牧
水
や
鯉
が
窪
湿
原
の

コ
ー
ナ
ー
、「
民
話
の
里
」

哲
西
町
に
ち
な
ん
だ
民
話

コ
ー
ナ
ー
、
常
時
八
百
冊
ほ

ど
を
そ
ろ
え
た
マ
ン
ガ
コ
ー

ナ
ー
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

つ
な
が
る
パ
ソ
コ
ン
を
五
台

設
置
し
た
パ
ソ
コ
ン
コ
ー

ナ
ー
、
他
に
ブ
ラ
ウ
ジ
ン
グ

コ
ー
ナ
ー
、
Ａ
Ｖ
コ
ー
ナ
ー

を
設
け
て
い
ま
す
。
特
に
マ
ン
ガ
コ
ー

ナ
ー
、
Ａ
Ｖ
コ
ー
ナ
ー
、
パ
ソ
コ
ン
コ
ー

ナ
ー
は
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
幅
広
く
利

用
さ
れ
て
お
り
、
土
・
日
と
も
な
る
と
マ

ン
ガ
コ
ー
ナ
ー
に
は
人
が
群

が
り
、
Ａ
Ｖ
コ
ー
ナ
ー
、
パ

ソ
コ
ン
コ
ー
ナ
ー
は
予
約
待

ち
の
状
態
に
な
る
ほ
ど
で
す
。

月
に
一
回
の
お
は
な
し
会

で
は
、
地
元
の
読
書
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
き
ら
き

ら
く
ら
ぶ
」
の
み
な
さ
ん
に
、

読
み
聞
か
せ
や
紙
芝
居
、
簡

単
な
工
作
な
ど
を
し
て
も
ら

い
、
子
ど
も
た
ち
の
読
書
へ

の
興
味
を
引
き
出
し
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。

開
館
四
年
目
を
迎
え
ま
し
た
が
、
一
日

平
均
約
二
百
五
十
冊
の
貸
出
し
が
あ
り
、

今
年
の
一
月
二
十
四

日
に
は
開
館
か
ら
の

貸
出
冊
数
が
二
十
万

冊
を
超
え
ま
し
た
。

ど
な
た
で
も
利
用
者

登
録
が
で
き
る
た
め
、

町
内
は
も
と
よ
り
町

外
の
方
も
多
く
利
用

さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、

夜
七
時
ま
で
開
館
し

て
い
る
の
で
、
平
日

で
も
仕
事
帰
り
に
利

用
で
き
る
こ
と
な
ど

が
要
因
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

三
月
三
十
一
日
か
ら
は
合
併
に
よ
り
新

「
新
見
市
」
と
な
り
、
ま
す
ま
す
利
用
者

の
需
要
も
高
ま
っ
て
く
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。「
哲
西
の
図
書
館
は
行
き
や
す
い
」

「
ゆ
っ
た
り
く
つ
ろ
げ
る
」
と
い
う
声
に

励
ま
さ
れ
て
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
情
報

発
信
基
地
と
し
て
、
も
っ
と
き
め
細
か
な

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
か
な
け
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

●
開
館
時
間
・
休
館
日
●

開
館
時
間

午
前
十
時
か
ら
午
後
七
時

休
館
日

特
別
整
理
日
・
年
末
年
始

（
四
月
か
ら
）

（
こ
は
ら
た
え
こ
）

「きらめき広場・哲西」全景

２００５年３月３１日（1） 岡山県図書館協会報
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津
山
市
立
加
茂
町
図
書
館
は
、
こ
の
三

月
一
日
に
、
津
山
市
と
の
合
併
に
伴
い
、

津
山
市
の
地
区
館
と
し
て
、
新
た
に
開
館

し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
加
茂
町
図
書
館

は
、
蔵
書
数
二
万
八
千
冊
と
い
う
比
較
的

小
さ
な
図
書
館
で
し
た
が
、
津
山
市
の
地

区
館
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
一
気
に
蔵

書
数
も
本
館
で
あ
る
津
山
市
立
図
書
館
、

ま
た
、
津
山
市
の
他
の
地
区
館
で
あ
る
勝

北
図
書
館
、
久
米
図
書
館
と
合
わ
せ
て
、

約
三
十
一
万
冊
に
増
え
ま
し
た
。
こ
れ
ら

三
十
一
万
冊
の
資
料
は
、
一
枚
の
共
通
の

貸
出
券
で
、
本
館
、
地
区
館
の
ど
こ
の
図

書
館
で
も
借
り
る
こ
と
が
で
き
、
返
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
事
業
を
合
併
と
同
時
に
実
践
す
る

た
め
、
昨
年
は
一
ヶ
月
間
、
図
書
館
を
休

館
し
、
館
内
の
す
べ
て
の
資
料
を
対
象
に
、

資
料
の
バ
ー
コ
ー
ド
を
貼
り
替
え
た
り
、

そ
れ
に
合
わ
せ
て
貸
出
券
も
新
し
く
作
り

直
し
た
り
し
ま
し
た
。

建
物
と
し
て
は
、
平
成
九
年
七
月
に
文

化
セ
ン
タ
ー
「
エ
ス
ペ
リ
ア
」
の
一
室
に

図
書
室
と
し
て
開
館
し
ま
し
た
。
平
成
十

六
年
度
は
、
二
月
末
ま
で
の
十
一
ヶ
月
間

で
、
一
万
二
百
七
十
三
人
が
来
館
さ
れ
、

延
べ
九
千
五
百
冊
の
資
料
の
貸
出
し
が
あ

り
ま
し
た
。

「
エ
ス
ペ
リ
ア
」
に
は
図
書
館
の
他
に
、

五
百
十
の
座
席
数
を
も
つ
ホ
ー
ル
、
会
議

室
、
楽
屋
、
和
室
、
視
聴
覚
室
な
ど
が
あ

り
、
様
々
な
行
事
や
催
し
に
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

こ
の
「
エ
ス
ペ
リ
ア
」
は
、
旧
加
茂
町

の
中
心
部
に
位
置
し
、
幼
稚
園
、
小
学
校
、

中
学
校
に
比
較
的
近
い
こ
と
か
ら
、
放
課

後
に
な
る
と
、
子
ど
も
た
ち
の
姿
が
数
多

く
見
ら
れ
、
賑
わ
い
を
み
せ
ま
す
。
小
学

校
で
は
「
調
べ
学
習
」
と
し
て
、
授
業
の

中
で
図
書
館
を
度
々
利
用
さ
れ
ま
す
。
幼

稚
園
で
も
週
に
一
度
、
先
生
と
一
緒
に
園

児
が
本
を
借
り
に
来
館
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
図
書
館
で
は
旧
加
茂
町
の

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
で
あ
っ
た
「
人
咲
く
、

水
と
森
の
郷
」
に
ち
な
ん
で
「
水
と
森
」

に
関
係
す
る
資
料
を
集
め
た
コ
ー
ナ
ー
を

設
け
て
い
ま
す
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
合

併
後
も
、
旧
加
茂
町
の
特
色
と
し
て
ず
っ

と
残
し
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

他
に
、
図
書
館
正
面
に
は
、
毎
月
そ
の

季
節
に
あ
わ
せ
て
本
を
集
め
て
い
る
コ
ー

ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。
図
書
館
を
綺
麗
に
清

掃
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
方
な
ど
、
様
々

な
方
の
協
力
を
得
て
、
毎
月
見
た
目
に
も

大
変
楽
し
く
、
か
わ
い
ら
し
い
雰
囲
気
に

な
っ
て
い
て
、
利
用
者
の
方
に
も
大
変
好

評
で
す
。

津
山
市
と
合
併
し
た
こ
と
に
よ
り
、
旧

加
茂
町
の
よ
さ
を
残
し
つ
つ
、
子
ど
も
か

ら
お
年
よ
り
の
方
ま
で
、
す
べ
て
の
市
民

の
方
に
、
よ
り
い
っ
そ
う
愛
さ
れ
る
「
図

書
館
」
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

●
利
用
案
内
●

＊
津
山
市
内
に
お
住
ま
い
の
方
、
通
勤
通

学
さ
れ
て
い
る
方
、
津
山
に
隣
接
す
る

地
域
に
お
住
ま
い
の
方
な
ら
ど
な
た
で

も
貸
出
し
が
で
き
ま
す
。

＊
お
一
人
、
二
週
間
で
、
読
め
る
だ
け
貸

出
し
が
で
き
ま
す
。
津
山
市
に
隣
接
す

る
地
域
の
方
は
、
二
週
間
で
五
冊
ま
で

で
す
。

＊
休
館
日
は
、
毎
週
月
曜
日
（
月
曜
日
が

祝
日
の
場
合
は
開
館
し
、
そ
の
翌
日
が

休
館
）、
祝
日
の
翌
日
、
年
末
年
始
、

館
内
特
別
整
理
期
間
で
す
。

＊
開
館
時
間
は
、
午
前
十
時
か
ら
午
後
六

時
で
す
。

（
き
も
と
た
か
こ
）

（2）岡山県図書館協会報
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岡
山
県
立
図
書
館
は
、
平
成
十
六
年
九

月
二
十
五
日
に
、
県
庁
の
北
側
に
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。
新
県
立
図
書
館
は
三
十
万

冊
の
開
架
能
力
を
持
つ
閲
覧
室
と
、
自
動

化
書
庫
を
含
め
二
百
万
冊
の
収
蔵
能
力
を

持
つ
書
庫
を
備
え
て
お
り
、
旧
総
合
文
化

セ
ン
タ
ー
時
に
は
十
分
に
対
応
で
き
て
い

な
か
っ
た
デ
ポ
ジ
ッ
ト
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
と

し
て
の
機
能
を
有
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
閲
覧
室
は
主
題
別
部
門
制
を
採

用
し
、
参
考
資
料
、
人
文
科
学
資
料
、
児

童
資
料
、
社
会
科
学
資
料
、
自
然
科
学
・

産
業
資
料
、
郷
土
資
料
の
六
部
門
に
分
か

れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
に
専
用
の
カ
ウ

ン
タ
ー
を
設
け
て
専
任
の
職
員
を
配
置
し
、

よ
り
高
度
な
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
に
も
対
応
で

き
る
よ
う
整
備
し
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち

児
童
資
料
部
門
で
の
サ
ー
ビ
ス
は
新
館
開

館
を
機
に
ス
タ
ー
ト
し
た
新
た
な
サ
ー
ビ

ス
で
す
が
、
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
る
に
あ

た
っ
て
、

子
ど
も
た

ち
に
親
し

み
を
も
っ

て
も
ら
え

る
よ
う
に

と
、
公
募

に
よ
り
マ

ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
を
作
成
し
ま
し
た
。
多
数
の
応
募
作

品
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
!
ヨ
ム
ヨ
ム
"
と

い
う
名
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
、

利
用
者
カ
ー
ド
の
デ
ザ
イ
ン
に
も
使
わ
れ
、

小
さ
な
お
子
様
は
も
ち
ろ
ん
大
人
の
方
に

も
御
好
評
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

児
童
サ
ー
ビ
ス
の
他
に
新
規
サ
ー
ビ
ス

と
し
て
、
オ
ー
デ
ィ
オ
・
ビ
ジ
ュ
ア
ル

（
Ａ
Ｖ
）
コ
ー
ナ
ー
と
ア
ク
セ
ス
・
コ
ー

ナ
ー
の
設
置
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
ど
ち
ら

も
二
階
閲
覧
室
に
あ
り
、
Ａ
Ｖ
コ
ー
ナ
ー

で
は
二
十
九
ブ
ー
ス
・
三
十
三
席
で
Ｄ
Ｖ

Ｄ
等
の
視
聴
が
可
能
と
な
っ
て
お
り
、
ア

ク
セ
ス
・
コ
ー
ナ
ー
で
は
二
十
八
台
あ
る

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
可
能
な
パ
ソ
コ
ン

で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
Ｃ
Ｄ
―
Ｒ
Ｏ
Ｍ
や
有
料
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
の
検
索
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま

す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
に
つ
い
て

は
ア
ク
セ
ス
・
コ
ー
ナ
ー
の
パ
ソ
コ
ン
だ

け
で
な
く
、
閲
覧
席
に
設
け
ら
れ
た
情
報

コ
ン
セ
ン
ト
に
接
続
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

持
ち
込
み
パ
ソ
コ
ン
で
も
利
用
が
可
能
で

す
。ア

ク
セ

ス
・

コ
ー

ナ
ー

で
は

様
々

な
メ

デ
ィ

ア
に

よ
る
情
報
の
閲
覧
が
で
き
ま
す
が
、
コ
ン

テ
ン
ツ
を
作
成
し
て
情
報
を
発
信
す
る
こ

と
が
で
き
る
施
設
と
し
て
メ
デ
ィ
ア
工
房

（
有
料
）
が
あ
り
ま
す
。
工
房
は
撮
影
室

と
編
集
・
加
工
室
か
ら
な
り
、
こ
こ
で
作

成
し
た
郷
土
情
報
は
デ
ジ
タ
ル
岡
山
大
百

科
に
登
録
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

岡
山
県
立
図
書
館
は
、
こ
の
他
に
も
研

修
会
や
会
議
に
使
用
で
き
る
施
設
と
し
て

サ
ー
ク
ル
活
動
室
や
多
目
的
ホ
ー
ル
、
デ

ジ
タ
ル
情
報
シ
ア
タ
ー
（
い
ず
れ
も
有

料
）
を
御
用
意
し
て
い
ま
す
。
御
利
用
の

際
に
は
、
事
前
に
御
予
約
く
だ
さ
い
。

今
回
は
主
に
施
設
面
の
紹
介
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
県
立
図
書
館
は
来

館
さ
れ
な
い
方
に
対
し
て
も
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
予
約
貸
出
し
等
の
サ
ー
ビ
ス
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
県
立
図
書
館
と

し
て
の
重
要
な
役
割
で
あ
る
市
町
村
図
書

館
等
の
支
援
に
つ
い
て
も
、
よ
り
一
層
充

実
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
利
用
案
内
●

開
館
時
間

!
閲
覧
室

火
曜
〜
金
曜

九
時
〜
十
九
時

土
曜
・
日
曜
・
祝
日

十
時
〜
十
八
時

!
有
料
貸
出
施
設

火
曜
〜
金
曜

九
時
〜
二
十
一
時

土
曜
・
日
曜
・
祝
日

九
時
〜
十
八
時

休
館
日

!
月
曜
（
国
民
の
祝
日
・
休
日
に
当
た
る

場
合
は
そ
の
翌
日
）

!
毎
月
第
三
木
曜
（
国
民
の
祝
日
・
休
日

に
当
た
る
場
合
は
そ
の
翌
日
）

!
資
料
整
理
期
間
（
年
間
十
四
日
間
、
た

だ
し
有
料
貸
出
施
設
を
除
く
）

!
年
末
年
始

貸
出
冊
数

!
図
書
、
雑
誌
…
一
人
十
冊
ま
で

!
Ａ
Ｖ
資
料
…
…
一
人
二
点
ま
で

貸
出
期
間

!
十
五
日
以
内

（
よ
し
の
ぶ
ゆ
き
こ
）

自動化書庫

“ヨムヨム”デザインの利用者カード

AVブース

アクセス・コーナー
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昨
年
十
一
月
二
十
一
日
に
岡
山
県
図
書

館
協
会
理
事
の
黒
!
義
博
氏
（
享
年
七
十

六
歳
）
が
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

永
年
、
岡
山
県
図
書
館
協
会
の
運
営
に

御
尽
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
黒
!
氏
の
死

を
悼
み
、
今
回
は
追
悼
特
集
と
し
て
、
黒

!
氏
と
御
親
交
の
深
か
っ
た
三
人
の
方
に

追
悼
記
事
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
こ
に
謹
ん
で
御
冥
福
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

（
事
務
局
）

図
書
館
人
く
ろ
さ
ん秋

田

征
矢
雄

平
成
十
六
年
十
一
月
二
十
日
十
四
時
三

十
分
、
い
つ
も
の
土
曜
日
の
よ
う
に
授
業
を

黒
!
氏
に
引
き
継
い
で「
じ
ゃ
あ
」と
教
室

を
後
に
し
た
。
こ
れ
が
笑
顔
の
彼
の
見
納

め
と
な
ろ
う
と
は
…
。
そ
の
夜
半
彼
は
忽

然
と
し
て
こ
の
世
か
ら
旅
立
っ
て
い
っ
た
。

戦
後
ま
も
な
い
昭
和
二
十
年
代
の
は
じ

め
、
お
互
い
縁
あ
っ
て
図
書
館
の
世
界
に

入
っ
た
。
以
来
半
世
紀
、
二
人
三
脚
で
県

内
図
書
館
振
興
に
走
り
回
り
、
弥
次
喜
多

よ
ろ
し
く
全
国
い
た
る
と
こ
ろ
の
図
書
館

の
集
会
に
参
加
し
、
か
な
ら
ず
何
か
発
信

し
て
き
た
。

彼
は
理
論
よ
り
実
践
の
人
で
あ
り
、
強

固
な
信
念
の
持
主
で
あ
っ
た
。
大
方
の
上

司
や
同
僚
は
、
そ
の
熱
意
と
実
行
力
に
賛

成
し
な
い
ま
で
も
反
対
は
し
な
か
っ
た
。

然
し
昭
和
四
十
九
年
春
の
あ
る
朝
、
突
然

転
勤
を
命
じ
ら
れ
た
。
さ
す
が
の
彼
も

シ
ョ
ッ
ク
で
あ
っ
た
か
、
そ
の
時
の
挨
拶

が
ふ
る
う
て
い
て
、
太
平
洋
戦
争
当
初

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
司
令
長
官
が
フ
ィ
リ
ッ
ピ

ン
か
ら
撤
退
す
る
と
き
云
っ
た
と
い
う

「
ア
イ
・
シ
ャ
ル
・
リ
タ
ー
ン
」
を
引
用

し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

岡
山
市
役
所
で
は
失
対
、
焼
却
施
設
建

設
と
外
回
り
を
持
前
の
行
動
力
で
勤
め
上

げ
、
次
第
に
行
政
の
中
核
の
市
民
相
談
課
、

そ
し
て
秘
書
課
長
と
な
っ
た
。
当
時
の
岡

崎
市
長
は
全
国
市
長
会
の
会
長
で
あ
っ
た

と
こ
ろ
か
ら
、
市
長
に
付
い
て
全
国
の
都

市
を
歴
訪
し
、
つ
と
め
て
市
長
を
図
書
館

へ
案
内
し
た
と
い
う
。
そ
し
て
昭
和
五
十

八
年
岡
山
市
に
全
国
有
数
の
中
央
図
書
館

を
新
設
し
て
、
そ
の
館
長
と
し
て
返
り
咲

い
た
。

彼
の
突
然
の
死
で
中
断
し
た
授
業
を
何

と
か
引
き
継
い
で
、
最
後
の
ペ
ー
パ
ー
テ

ス
ト
の
番
外
に
「
黒
!
義
博
先
生
」
と
し

た
。
大
方
の
学
生
が
何
か
書
い
て
く
れ
た
。

生
徒
を
大
切
に
し
た
授
業
で
あ
っ
た
こ
と
、

素
敵
な
笑
顔
と
優
し
い
人
柄
は
生
涯
忘
れ

な
い
だ
ろ
う
と
い
う
。
教
育
と
は
知
識
の

切
り
売
り
で
は
な
く
全
人
の
学
習
で
あ
る

こ
と
を
痛
感
し
た
。

彼
と
岡
山
の
街
を
歩
い
て
い
る
と
か
な

ら
ず
何
人
か
の
人
が
声
を
掛
け
た
り
、
立

話
を
し
た
り
し
た
。
皆
図
書
館
の
利
用
者

だ
と
い
う
。
地
域
住
民
は
も
と
よ
り
、
役

所
、
報
道
関
係
、
文
化
人
に
も
豊
か
な
人

脈
を
持
ち
、
彼
の
存
在
す
る
所
が
図
書
館

で
あ
り
、
彼
こ
そ
本
物
の
図
書
館
人
で

あ
っ
た
。

お
だ

柩
に
て
穏
し
く
睡
る
君
起
き
よ
い
ま

ひ
と
度
を
共
に
歩
ま
ん

図
書
館
道
共
に
歩
み
て
五
十
年
照
る

日
曇
る
日
ひ
と
す
じ
の
道

（
あ
き
た
そ
や
お
）

黒
!
義
博
先
生

岡
山
学
院
大
学
・
岡
山
短
期
大
学
図
書
館

小
久
保

博
之

黒
!
義
博
先
生
は
昭
和
六
十
二
年
か
ら

平
成
六
年
ま
で
本
学
の
図
書
館
長
と
し
て

勤
務
さ
れ
、
同
年
四
月
か
ら
は
本
学
の
司

書
課
程
科
目
を
担
当
す
る
専
任
講
師
と
し

て
、
平
成
十
四
年
か
ら
は
助
教
授
と
し
て

司
書
を
目
指
す
後
進
の
教
育
に
情
熱
を
注

が
れ
ま
し
た
。
本
学
の
教
育
に
御
献
身
く

だ
さ
っ
た
十
八
年
間
の
歳
月
の
う
ち
私
が

先
生
と
共
に
過
ご
し
た
の
は
約
二
年
と
い

う
僅
か
な
も
の
に
す
ぎ
ま
せ
ん
が
、
お
会

い
す
る
度
い
つ
も
図
書
館
を
め
ぐ
る
話
題

は
尽
き
ず
、
対
話
を
通
し
て
多
く
の
こ
と

を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
学
内
の

親
睦
旅
行
で
ご
同
行
し
た
折
に
は
、
随
所

で
土
地
の
歴
史
を
詳
細
に
お
話
し
し
て
く

だ
さ
り
、
加
え
て
「
自
ら
の
足
で
そ
の
土

地
を
歩
い
て
み
な
け
れ
ば
知
り
得
な
い
こ

と
は
た
く
さ
ん
あ
り
、
司
書
は
本
ば
か
り

読
ん
で
じ
っ
と
し
て
い
る
の
で
は
い
け
な

い
」
と
お
っ
し
ゃ
ら
れ
た
こ
と
を
印
象
深

く
記
憶
し
て
い
ま
す
。
知
ろ
う
と
す
る
事

が
学
ぶ
事
の
は
じ
ま
り
で
あ
り
、
常
に

「
学
び
」
が
あ
る
司
書
の
姿
勢
を
た
だ
さ

れ
た
思
い
で
し
た
。
黒
!
先
生
は
本
学
に

お
い
て
も
多
く
の
学
生
に
敬
愛
さ
れ
た
方

で
し
た
。
そ
し
て
私
自
身
、
ま
だ
ま
だ
先

生
に
ご
指
導
を
賜
り
た
か
っ
た
で
す
の
で
、

突
然
の
ご
逝
去
の
報
は
悲
し
く
、
残
念
で

社会教育功労者文部大臣表彰祝賀会にて

中央右が故黒!氏
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な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
黒
!
先
生
か
ら
学

ん
だ
こ
と
を
胸
に
刻
み
、
先
生
を
目
標
と

し
て
日
々
の
業
務
に
励
ん
で
ゆ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

（
こ
く
ぼ
ひ
ろ
ゆ
き
）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

黒
!
さ
ん

本
山

雅
一

黒
!
さ
ん
（
い
つ
も
の
よ
う
に
そ
う
呼

ば
せ
て
く
だ
さ
い
）
と
い
え
ば
、
そ
の
笑

顔
、
颯
爽
と
し
た
歩
き
方
、
行
政
、
文

化
、
教
育
分
野
の
人
々
と
幅
広
い
交
流
、

多
く
の
人
か
ら
の
信
頼
…
。
私
が
図
書

館
に
入
っ
た
当
時
の
岡
山
市
立
中
央
図

書
館
長
で
、
議
論
に
な
る
こ
と
も
あ
っ

た
の
だ
が
、
若
造
相
手
に
も
き
ち
ん
と

話
を
し
て
い
た
だ
い
た
よ
い
印
象
だ
け

が
残
っ
て
い
る
。
図
書
館
の
世
界
に
い

る
と
、
情
熱
と
信
念
を
持
っ
た
人
に
出

会
う
こ
と
が
多
い
が
、
黒
!
さ
ん
の
図

書
館
に
対
す
る
誇
り
と
確
信
は
、
図
書

館
を
求
め
る
多
く
の
人
を
励
ま
し
続
け

て
い
た
よ
う
に
思
う
。
ま
た
、
実
際
に

請
わ
れ
て
、
県
立
図
書
館
の
新
館
問
題
、

岡
山
市
の
地
区
図
書
館
問
題
な
ど
多
く

の
市
民
の
先
頭
に
立
っ
て
い
た
だ
い
た
。

物
心
両
面
で
岡
山
の
図
書
館
界
の
大
き

な
支
柱
だ
っ
た
。
郷
土
資
料
を
愛
し
て

お
ら
れ
た
が
、
一
方
で
子
ど
も
た
ち
の

た
め
に
本
格
的
な
人
形
劇
を
演
じ
た
り
、

当
時
の
館
長
た
ち
と
ぶ
つ
か
り
な
が
ら
も

岡
山
県
青
年
図
書
館
員
研
修
会
を
創
立
し

た
り
、
照
明
持
参
で
夜
間
の
移
動
図
書
館

を
自
ら
運
行
し
た
り
と
、
多
く
の
人
に
利

用
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
身
近
な
図
書
館

に
改
革
し
よ
う
と
い
う
熱
情
を
若
い
時
か

ら
持
ち
続
け
て
お
ら
れ
た
と
思
う
。

頼
り
に
な
る
大
き
な
人
を
失
い
ま
し
た
。

黒
!
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
も
と
や
ま
ま
さ
か
ず
）

岡
山
県
図
書
館
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

http
://oka−kento.w

eb.infoseek.co.jp

大
変
遅
く
な
り
ま
し
た
が
、
岡
山
県
図

書
館
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
新
し
く
生
ま

れ
変
わ
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
いU

R
L

も
次
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
ま
す
の
で
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
旧
）

http
:

//isw
eb30.infoseek.co

.jp
/school/

okakento/

（
新
）

http
://oka−kento.w

eb.infoseek.co.jp

新
し
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
会
員
専

用
の
ペ
ー
ジ
二
種
類
と
お
知
ら
せ
が
自
由

に
で
き
る
ペ
ー
ジ
（
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド

が
必
要
）
を
用
意
し
ま
し
た
。

「
お
知
ら
せ
」
の
ペ
ー
ジ

こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な
お
知

ら
せ
を
自
由
に
書
き
込
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。
例
え
ば
、
○
月
○
日
開
催
予
定
の
○

○
市
図
書
館
読
み
聞
か
せ
会
な
ど
の
お
知

ら
せ
を
こ
の
ペ
ー
ジ
か
ら
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
書
き
込
み
は
、
ど
の
パ
ソ
コ
ン

か
ら
で
も
自
由
に
で
き
ま
す
の
で
、
い
ま

ま
で
の
よ
う
に
事
務
局
へ
連
絡
す
る
必
要

が
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
ん
ど
ん
書
き
込
ん
で

情
報
交
換
の
場
に
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。
書
き
込
み
に
は
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
こ
の
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス

ワ
ー
ド
に
つ
い
て
は
、
十
七
年
度
の
岡
山

県
図
書
館
協
会
総
会
（
五
月
開
催
予
定
）

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
そ
れ
ま
で
に
ご
希

望
さ
れ
る
施
設
会
員
及
び
個
人
会
員
の
方

は
お
手
数
で
す
が
事
務
局
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

黒!義博氏 略歴
昭和２１年 岡山市立図書館 勤務
昭和４９年 岡山市役所労政課 課長補佐
昭和５１年 豊成焼却場 建設事務所 所長補佐
昭和５３年 市民相談課 課長
昭和５７年 秘書課 課長
昭和５８年 岡山市立中央図書館 館長
昭和６２年 岡山女子短期大学図書館 館長

社会教育功労者文部大臣表彰
平成４年 日本図書館協会１００周年記念永年勤続者表彰
平成６年 岡山女子短期大学 講師
平成１３年 岡山県図書館協会特別功労者表彰
平成１４年 岡山短期大学 助教授
平成１６年１１月２１日 永眠
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企
画
委
員
会
だ
よ
り

事
務
局
か
ら

「
掲
示
板
」
の
ペ
ー
ジ

こ
の
掲
示
板
の

ペ
ー
ジ
は
会
員
専

用
の
ペ
ー
ジ
に
な

る
の
で
見
る
に
も

Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー

ド
が
必
要
に
な
り

ま
す
。

こ
の
ペ
ー
ジ
で

は
会
員
同
士
、
施

設
同
士
の
相
互
の

情
報
交
換
に
利
用

し
て
い
た
だ
け
ま
す
。
広
く
一
般
の
方
に

も
お
知
ら
せ
し
た
い
内
容
は
、「
お
知
ら

せ
」
の
ペ
ー
ジ
に
、
会
員
だ
け
に
お
知
ら

せ
し
た
い
内
容
は
、「
掲
示
板
」
に
書
き

込
ん
で
く
だ
さ
い
。
視
察
や
研
修
な
ど
で

得
た
情
報
を
自
分
の
も
の
だ
け
で
な
く
、

こ
の
掲
示
板
を
使
っ
て
広
く
会
員
の
方
へ

伝
え
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
ま
た
、
自
分

の
考
え
に
つ
い
て
意
見
を
求
め
る
こ
と
も

可
能
で
す
。
こ
の
ペ
ー
ジ
の
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス

ワ
ー
ド
に
つ
い
て
も
お
知
ら
せ
の
ペ
ー
ジ

と
同
様
総
会
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
が
、
そ

れ
ま
で
に
ご
希
望
の
方
は
事
務
局
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
講
師
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
の
ペ
ー
ジ

こ
の
ペ
ー
ジ
も
会
員
専
用
の
ペ
ー
ジ
で

す
。
こ
の
ペ
ー
ジ
は
、
各
施
設
会
員
の
方

が
実
施
し
た
研
修
会
や
お
話
会
な
ど
で
の

講
師
の
方
々
の
情
報
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と

し
て
情
報
を
蓄
積
し
て
い
く
ペ
ー
ジ
で
す
。

研
修
な
ど
を
終
え

た
後
、
講
師
の
方

の
情
報
を
こ
の

ペ
ー
ジ
に
書
き
込

ん
で
い
た
だ
け
た

ら
と
思
っ
て
い
ま

す
。
た
だ
し
書
き

込
ん
で
い
た
だ
く

内
容
に
よ
っ
て
は

承
諾
を
得
た
方
が

い
い
場
合
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
こ
の
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て
も

会
員
同
士
の
情
報
交
換
に
役
立
つ
と
考
え

て
い
ま
す
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
こ
の

ペ
ー
ジ
に
つ
い
て
も
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

以
上
特
徴
的
な
三
点
に
つ
い
て
ご
紹
介

し
ま
し
た
が
、
そ
の
他
に
も
「
資
料
」
の

ペ
ー
ジ
、「
年
間
行
事
予
定
」
の
ペ
ー
ジ

な
ど
内
容
を
充
実
さ
せ
て
い
ま
す
。
お
お

い
に
新
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
し
て

い
た
だ
き
、
ご
意
見
等
を
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

問
合
せ
先

〒
七
〇
〇
―
〇
八
二
三

岡
山
市
丸
の
内
二
―
六
―
三
〇

岡
山
県
立
図
書
館

メ
デ
ィ
ア
・
協
力
課

図
書
館
協
力
班
内

岡
山
県
図
書
館
協
会
事
務
局

電
話
（
〇
八
六
）
二
二
四
―
一
二
六
九

平
成
十
七
年
二
月
に
開
催
さ
れ
た
企
画

委
員
会
で
、
平
成
十
七
年
度
の
研
修
会
に

つ
い
て
話
し
合
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

具
体
的
な
日
程
等
は
、
決
ま
り
次
第
お
知

ら
せ
し
ま
す
が
、
速
報
と
し
て
簡
単
に
御

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▲
研
修
・
講
習
会
予
定
▼

!
六

月

図
書
館
業
務
講
習
会

!
八

月

整
理
技
術
講
習
会

!
十

月

図
書
館
業
務
研
修
会

!
十
二
月

教
養
講
座

!
二

月

製
本
講
習
会

開
催
時
期
に
つ
い
て
は
変
更
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
御
了
承
く
だ
さ
い
。
各
研

修
会
の
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
新
年

度
の
企
画
委
員
会
で
話
し
合
う
予
定
で
す
。

☆
前
号
に
続
き
、
会
報
の
発
行
が
遅
れ
ま

し
て
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。

今
回
は
、
昨
年
亡
く
な
ら
れ
た
黒
"
義

博
氏
を
偲
ぶ
追
悼
特
集
を
組
ん
で
い
ま

す
。
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
追
悼
記
事
か

ら
は
、
県
内
の
図
書
館
の
発
展
に
尽
く

さ
れ
、
関
係
者
だ
け
で
な
く
利
用
者
か

ら
も
慕
わ
れ
た
黒
"
氏
の
お
人
柄
が
偲

ば
れ
ま
し
た
。
改
め
て
こ
こ
に
ご
冥
福

を
お
祈
り
し
ま
す
。

☆
こ
の
会
報
の
発
行
を
も
っ
て
、
平
成
十

六
年
度
の
県
図
協
の
事
業
が
終
了
し
ま

す
。
事
務
局
が
県
立
図
書
館
内
に
あ
る

こ
と
か
ら
、
新
館
の
開
館
準
備
等
で
、

会
報
の
発
行
や
研
修
会
の
開
催
時
期
が

遅
れ
る
等
、
会
員
の
皆
様
に
は
御
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
し
た
。
速
報
と
し
て
お

知
ら
せ
し
て
お
り
ま
す
よ
う
に
、
来
年

度
は
早
い
時
期
か
ら
研
修
会
を
開
催
で

き
る
よ
う
企
画
委
員
の
皆
さ
ん
と
協
力

し
て
準
備
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

☆
年
度
替
わ
り
で
、
会
員
の
皆
様
の
所

属
・
住
所
等
の
変
更
も
多
い
と
思
い
ま

す
。
そ
の
節
は
、
お
手
数
で
す
が
事
務

局
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
入
会
・
退
会
を
希
望
さ
れ
る
方

が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、
あ
わ
せ
て
お
知

ら
せ
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
ご

協
力
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

平
成
十
七
年
三
月
三
十
一
日

〒
七
〇
〇
―
〇
八
二
三

岡
山
市
丸
の
内
二
―
六
―
三
〇

岡
山
県
立
図
書
館

メ
デ
ィ
ア
・
協
力
課
図
書
館
協
力
班
内

岡
山
県
図
書
館
協
会

会
長

松

井

英

治

（
〇
八
六
）
二
二
四
―
一
二
六
九
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